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はじめに 

中学を卒業してから地元を離れていた私が、家業を継ぐために８年振りに実家に帰っ

てきたのは、今から１５年前のことでした。そこで私は、この地域で仕事をしていくう

えにおいて、自分にはいくつかの足りないものがあるということを感じ始めていました。

中でも強い危機感を持っていたのが、８年間この地域を離れていたことによる知り合い

の少なさでした。そんなことを感じていた矢先の２０００年２月、私が先輩方の２度目

の誘いを断ることができずに、訳も分からないまま参加した場所、それが浮羽ＪＣの入

会説明会でした。終了後の懇親会において、当時の理事長と握手をしたことで入会が決

定し、４月の例会でバッチを頂いてから、早いもので約１３年の年月が流れました。「あ

なたはＪＣに入会して良かったですか？」と聴かれたら、間違いなく「はい、もちろん

です」と答えます。私のＪＣへの入会動機は、先に述べたとおり「多くの人と知り合う

こと」、そしてもう一つは「自己研鑽」でした。これはＪＣで活動する上での、自分自

身の目的として１３年間持ち続けてきたことでもあります。私は本当に恵まれていたの

かもしれません。数え切れないほど多くの出会いを頂き、同時に多くの気付きと学びを

与えてくれた浮羽ＪＣ。この浮羽ＪＣの素晴しさをもっと多くの人に伝えたい、そして

感じて欲しいという想いをさらに強くしています。 

 ところで皆さんは、何のためにＪＣメンバーとして活動していますか？ 

私の答えは「愛するモノのために」ということです。モノに当てはまる言葉は人それぞ

れだと思います。それでは、あなたが思い浮かべたモノとは何でしょうか。地球や世界・

日本、それともこの地域でしょうか。もしくは会社や家族、または自分自身なのかもし

れません。このように、どんな言葉でも当てはめることができる。すなわち、メンバー

一人ひとりの気概や行動力によって、どんなことにもチャレンジすることができるとこ

ろ。それがまさしくＪＣであると思います。 

 このような、素晴しい団体である浮羽ＪＣのメンバーであることに誇りをもち、同時

に責任と自覚をもって様々なことにチャレンジをしながら、共にＪＣを楽しみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 



愛する己のために 

 ＪＣに入会する際に、多くのメンバーが入会の理由としてあげたもの。そのひとつは

自己研鑽や自己修練ではないでしょうか。 

私は人が磨かれ、そして成長していく場所、すなわち自己研鑽の場所、それがＪＣで

あると信じています。ダイヤモンドはダイヤモンドによってのみ磨かれ、すばらしい輝

きを放つようになります。同じように、人も人によってのみ磨かれるものです。そして、

ＪＣにはそれを実現してくれる出会いと交流の場が数多くあります。ＬＯＭ内はもちろ

んのこと、エリア会議や福岡ブロックの事業をはじめ、ＯＢの先輩方との交流の場、そ

して様々な事業を行う上で出会える地域の皆様方など挙げればきりがありません。しか

しながらメンバーの皆さんは、目の前にあるこの多くのチャンスを活かすことができて

いるのでしょうか。じっとしていても、人はあなたを磨いてはくれません。まずは身近

な交流の場へ、一歩踏み出しましょう。自分自身のために。 

 公益法人格の取得に向けた動きが始まって早や５年、公益事業に私たちＪＣの多くの

目が向けられ、現在では公のための事業展開に重きが置かれています。しかしその様々

な事業の実施に欠かせないのが、メンバー一人ひとりの資質であることはいうまでもあ

りません。メンバーのスキルアップなくして、浮羽ＪＣの成長などありえません。そし

て何より、ＪＣで学んだことが各々の仕事の役に立つこと、会社の成長につながる事が

重要です。本年度も自己修練の場として、メンバー自身のためになりスキルアップでき

る事業に取り組んでまいります。己の成長のために。 

 

愛する地域のために 

 創立以来浮羽ＪＣは、この地域において様々な対外事業や運動を展開してまいりまし

た。そしてその一つひとつは、内容や規模により、多方面にわたって地域に影響を与え

てきました。さて、これらの原動力となったものは何だったのでしょうか。それは「こ

の地域をどうにかしたい」という強い想いであると考えます。そしてその想いが、多く

のまちづくり事業やひとづくり事業という形となって実施されてきました。私たちはこ

れからも、この想いを受け継ぎ、地域において必要とされるものは何か、またこの地域

のこれからをどうしたいのかを本気で考え、先んじて行動をおこしていかなければなり

ません。そこで本年度は行政とも連携して、地域の現状について学び、未来について真

剣に考えることができるような事業を開催します。 

「まちづくりは、ひとづくりから」 

これは、私の父が３０年以上前から変わらず持ち続けている、まちづくりに対する基本

理念であり、その影響を大きく受けて育った私の基本理念でもあります。活気あるまち

づくりのためにまずは、この地域に育つ子供達・それを育てる親、またそれを取り巻く

地域の大人達といった、これからのこの地域を担う「ひと」づくりが必要なのです。な 

ぜなら、地域を過去から現在そして未来へとつないでいく「モノ」が、「ひと」である

からです。未来を担う子供達が、夢や希望そして憧れを持てるような、そんな家庭や仕



事・地域でないといけない。そのためには、現在の責任世代である私たち大人が、各々

の背中で地域の明るい未来を示すことこそが、必ずまちづくりにつながると確信してい

ます。そんな想いから、この地域のすべての市民を視野に入れたひとづくり事業を開催

します。 

これからの地域のために。 

 

愛する日本のために 

 東日本大震災からもうすぐ２年。それは、平和で豊かな社会であると勘違いをしてい

たことに、私たち日本人が気付かされた２年間ではなかったでしょうか。それに輪をか

けるようなデフレによる景気の低迷や、隣国による領土・領海侵犯問題など、日本を取

り巻く環境は非常に厳しいにもかかわらず、政治は停滞したままで先の見えない状況が

続いています。いったいこの国はどこへ向かおうとしているのか。そのようなことを真

剣に考えた２年間でもありました。 

 「政治のレベルは国民のレベル」といわれています。私たち一人ひとりが、日本国民

であることの自覚をもち、この国のことをもっと詳しく勉強して知識を高める必要があ

ります。その上で、国民としての責任を果たしていかなければなりません。そのために

はこの国の歴史や憲法、そしてこれからの日本の未来を左右する政治について興味をも

ち、学ぶことから始めなければならないのです。日本ＪＣ等が主催する事業に積極的に

参画して、まずはメンバー自らが学びそして考え、日本人としての自覚をもちましょう。

この「震災後」という国難とも言われる時を乗り越えていくためにも、そして明るい日

本の未来を切り拓いていくためにも。 

これからの日本のために。 

 

愛する浮羽ＪＣのために 

 私は浮羽ＪＣが大好きです。今の私があるのは、浮羽ＪＣのお陰といっても過言では

ありません。その浮羽ＪＣも、本年スタート時の会員数は二十数名と、存続の危機に立

たされています。しかし、この地域に３４年前に灯されたＪＣの燈火を絶やすわけには

いきません。この地域の明るい未来のために、浮羽ＪＣは無くてはならないモノだから

です。そのために本年度は、大きく３つの事に取り組みます。 

 すべてのＪＣ運動の基本は委員会活動であります。まずは、組織をスリム化すること

により、各委員会のメンバー数を増やすことで、より活気のある委員会運営へとつなげ

てまいります。また議案書などの書式から運用面にいたるまで、様々な面において見直

しを行い、計画から報告にいたるまでより良い事業の実施へとつなげてまいります。 

次に、本年１１月末日までの期限が迫っている法人格取得についてです。私が財政局

長を務めていた２００７年頃から法律の改正の話が始まり、２００９年には「公益社団

法人」の取得を目指す旨の決議が総会においてなされました。その後、浮羽ＪＣにおい

ては担当を置くなどして、メンバーの勉強会を始め定款変更や申請書類の作成など準備



を進めてまいりました。しかしながら、準備を進めていく中で現段階での公益社団法人

格の取得は難しいという判断のもと、昨年１１月の臨時総会において「一般社団法人格」

への移行に切替えることが決議されました。法人の存続という重要な課題であり、残さ

れた時間もわずかとなりました。期限までに移行が完了するように手続きを進め、必ず

一般社団法人格を取得いたします。 

 そして、至上命題として覚悟を持って取り組むべきは、もちろん「会員拡大」です。

現在、私が入会したころの約半分の会員数まで減少してしまいました。このままでは、

おもうような活動もできない状況となることは明白です。この状況を打開するべく、メ

ンバー全員で会員拡大に取り組んでまいります。会員の拡大は、新しい出会いを意味し

ます。それは己を磨いてくれる人が増えることでもあり、様々な意見が活発な議論を生

み、より良い事業を生み出していきます。そしてそこから地域を、さらには日本を動か

す原動力にもなり得るのです。すなわち会員拡大は、「愛するモノすべてのため」の運

動であると言えます。さあ、躊躇している余裕はありません。考え悩むよりも、必ず出

来ると信じて、とにかくがむしゃらになって動いてみましょう。やればできる１００％

会員拡大。 

愛する浮羽ＪＣのために、そして愛するモノすべてのために。 

 

さいごに 

 私は、何事にも努力をする人が大好きです。努力は必ず報われると信じています。 

 「成せば成る 成さねば成らぬ何事も 成らぬは人の成さぬなり」 

これは、努力をすれば何事も結果は付いてくるもので、失敗しても他のモノのせいにせ

ず、しっかりと自分の足りなかったところを反省しなさい、という意味です。そして、

その反省点を克服して臨めば、次は必ず成し遂げられる。という意味も含んでいるのだ

と思います。そして私たちは、たくさんのつながりの中に身を置いていることを忘れて

はいけません。努力する人の周りには、必ず多くの協力者が現れます。それが大きな力

となり、物事を成功へと導くのです。 

 

私たちＪＡＹＣＥＥはいつの時も、 

責任と自覚を持ち、あるときは整然と、そしてあるときは泥臭く、 

努力を忘れず惜しまず、先駆者としてあり続けるべきである。 

“愛するモノのために” 

 

 

２０１３年度 社団法人浮羽青年会議所 スローガン 

 

“愛するモノのために” 



２０１３年度 社団法人浮羽青年会議所 基本方針 

 

１． がむしゃらに１００％会員拡大 

２． メンバーがスキルアップできる事業の実施 

３． 地域を担うひとづくり事業の実施 

４． 地域の現状を学び未来を考える事業の実施 

５． 一般社団法人格の取得 

６． 各種大会・事業等への積極的な参加 

７． 「ＬＯＶＥＡＲＴＨ運動」の推進 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


